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 １．はじめに 

 平成１５年十勝沖地震における道路・橋梁に関する被

害は十勝地方において多く発生した。本報告では、十勝

川中流域の千代田大橋と下流域の十勝河口橋、および大

きな地盤震動が観測された広尾町にある十勝港に近い歴

舟橋の被害状況を報告する。 

 
 
 
 
 橋梁に関する被害としては、ＪＲ北海道の浦幌川橋梁

（ＰＣ単純桁、昭和４４年完成）の橋脚せん断破壊（土

木学会誌１２月号で報告、４１ページ）、釧路開発建設部

の尺別橋（昭和３８年完成）の桁端衝突被害の他、軽微

な被害として橋梁取り付け部の路面沈下が多く発生した。

また国道３３６号（黄金道路）の落石崩壊についても報

告する。（図１参照） 

 
 
 
 
 写真１ 浦幌側橋台上で上流方向へ桁が移動 
      （６７ｃｍ、十勝河口橋） 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
図１ 十勝地方の道路路線図  
  

 写真２ 遠方左岸側の橋軸折れ曲り（十勝河口橋） ２．道路橋に関する被害 

（１） 十勝河口橋  
十勝河口橋は平成４年度に建設完了した大津近郊の

十勝川河口に架かるコンクリート橋であり、橋長９２８

ｍ、主橋梁は１００ｍ＋１６５ｍ＋１００ｍのデビダー

ク工法によるコンクリート３径間連続桁であり、側橋梁

として右岸側の３＠６３．３ｍ＝１８９．９ｍの３径間

連続コンクリート箱桁橋および左岸側の３＠６１．３ｍ

＝１８３．９ｍの同じく３径間連続コンクリート箱桁橋

がある。被害は側橋梁、特に左岸側の連続桁に集中し、

橋台部で橋軸直角（上流）方向に最大６７ｃｍ程度上流

側に移動し（写真１）、支承部に大きな損傷が発生した。 

本格復旧の工事中である。本格復旧は水平移動した桁を

スライドさせ、橋軸線を元に戻すとともに、支承の新設

を行うことになっている。架橋地点近傍で得られた観測

波形（大津港、直別）による最大加速度応答スペクトル

（ｇａｌ）（ｈ＝０．０５）によれば平成１４年度版道路

橋示方書レベル２（タイプⅡ）の基準を越える値が直別

ＥＷ成分（固有周期０．３５ｓｅｃおよび０．６ｓｅｃ

あたり）および大津港ＮＳ成分（０．４ｓｅｃあたり）

に見られるとともに、固有周期１．６ｓｅｃあたりに大

きなピークが見られる特徴がある。 
（２） 千代田大橋 また写真２は右岸側から左岸側を撮影したものであ

るが、写真左側の左岸側で橋梁地覆が上流側に折れ曲が

っている状況が見られる。これは路面上の白線の折れ曲

がりからも確認できた。現在は応急復旧工事として、上

部工の安定化と余震対策としての落橋防止のための工事

を終了して１０月７日に開通させ、平成１６年１月現在 

千代田大橋は十勝川中流域に架かる橋梁で橋長７０

６ｍ、主橋梁は５連の単純鋼トラス（５＠６０．５ｍ）

また左岸側および右岸側にそれぞれ５連づつのポステン

ＰＣ単純Ｔ桁橋（２＊５＠３９．３ｍ）であり、主橋梁

のトラス部は昭和２９年、側橋梁のＰＣ桁部は昭和４１
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 年に建設されており、主橋梁部は橋歴５０年以上、側橋

梁部は３７年を経過している。  
 被災直前まで耐震補強および架け替え工事の計画中

であり、その作業中に被災したものであり、本格架け替

えが早急に必要である。被害は主橋梁支承部（写真３）

および側橋梁の橋脚に対して発生した。（写真４、５）橋

脚被害は典型的な曲げ破壊であり、写真６に示すような

鋼板接着補強により応急復旧を実施した。千代田大橋は

現在新設橋の設計を実施している。 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真３ 主径間トラス支承部の破壊 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真４ 千代田大橋側径間部橋脚の被害（１） 
 

 
写真５ 千代田大橋側径間部橋脚の被害（２） 
 

 
写真６ 千代田大橋橋脚の鋼板接着補強 
 
（３） 歴舟橋 
歴舟橋は一般国道３３６号の広尾町（十勝港）近郊の

橋梁で、橋長５５３．６ｍ、連続１５連の単純コンクリ

ート桁橋（１５＠３６．０ｍ）であり、昭和４７年に架

設された。被害は支承部に集中している。広尾における

観測波形による最大加速度応答スペクトル結果によれば

ＮＳおよびＥＷ成分とも０．３ｓｅｃあたりで３Ｇ近い

値が得られている。（ｈ＝０．０５）被害状況を写真７に

示すがアンカーボルトの抜けや支承台座の損傷が大きく

なっている。緊急対応状況を写真８に示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真７ 歴舟橋 アンカーボルトの浮き上がり 

写真８ 歴舟橋 支承部の仮受け 
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覆道を設計する際の落石規模としては、砂岩、泥岩な

どの断崖の岩種を特定し、２ｍ程度の岩体を想定してお

り、今回の崩落は想定の範囲内であった。 

これらの橋梁被害の背景としては被災した十勝海岸

地方は図２に示すように十勝川水系の堆積層が厚い地層

構成であり、軟弱層、液状化層が地震応答に及ぼす影響

が大きかったものと推察される。 写真１１、写真１２は国道３３６号の広尾・襟裳岬間

のほしば覆道上部の落石、土砂崩落状況を示している。

崩落範囲は覆道のポケット部分にほぼ入っており、覆道

本体に影響は及んでいない。現在はポケット部の土砂を

取り除いて余震に備えている。 

 

 

 図２ 十勝東部地方の地質分布図 
     （中央部が十勝川流域） 
 
３．道路（落石）に関する被害 

 写真１１ ほしば覆道上部の崩落（１）  図１に示す国道３３６号（通称黄金道路）は広尾か

ら襟裳岬にかけて太平洋岸に沿い断崖地帯を通過してい

る生活道路である。通常、雨量１２０ｍｍを限度として

交通規制している、道路防災上の重要監視路線である。

これまでの落石、土砂崩落データから、地震と降雨が連

成した根拠は明確には見られていないが、地質が複雑で

年代の古い地帯であることから、道路管理者は十分な通

常防災点検を実施している。また、危険箇所は写真１１

に示すように覆道を設置している。 

  
 写真１０ ほしば覆道上部の落石（大きさ２ｍ） 写真１２ ほしば覆道上部の崩落（２） 
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